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円に内接する四角形 ABCD において

AB = 5, BC = 4, CD = 4, DA = 2

とする．また，対角線 AC と BD の交点を P とおく．

(1) 三角形 APB の外接円の半径を R1，三角形 APD の外接円の半径を R2 とする

とき， R1

R2
の値を求めよ．

(2) AC の長さを求めよ．

(19 千葉大 1)

【答】

(1)
R1

R2
= 5

2

(2) AC =
√
26

【解答】

(1) △APBにおいて正弦定理を用いると
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AB
sin∠APB

= 2R1

∴ R1 = 5
2 sin∠APB

また，△APDにおいて正弦定理を用いると
AD

sin∠APD
= 2R2

∴ R2 = 2
2 sin(180◦ − ∠APB)

= 1
sin∠APB

であるから

R1

R2
=

5
2 sin∠APB

1
sin∠APB

= 5
2

……（答）

(2) △ABCにおいて余弦定理を用いると

AC2 = AB2 +BC2 − 3AB · BCcosB

= 52 + 42 − 2 · 5 · 4 cosB
= 41− 40 cosB …… 1⃝

また，△ADCにおいて余弦定理を用いと

AC2 = AD2 +DC2 − 2AD ·DCcosD

四角形 ABCDは円に内接する四角形であり，∠B+ ∠D = 180◦ が成り立つから

AC2 = 22 + 42 − 2 · 2 · 4 cos(180◦ − B)

= 20 + 16 cosB …… 2⃝

1⃝× 2 + 2⃝× 5として，cosB を消去すると

2AC2 + 5AC2 = 82 + 100

AC =

√
182
7

=
√
26 ……（答）


